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平
成
17
年
度｢

国
土
交
通
Ｄ
ａ
ｙ｣

に
あ
た
っ

て
国
土
交
通
省
が
募
集
し
た｢

国
土
と
交
通
に

関
す
る
作
文｣
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
中
里

中
学
校
１
年
の
野
上
圭
佑
君
が
入
賞
し
ま
し
た
。

｢

国
土
と
交
通｣

と
題
し
て
、
日
本
の
道
路

の
つ
く
り
方
や
信
号
と
一
般
道
路
・
高
速
道
路

に
つ
い
て
書
か
れ
た
野
上
君
の
作
品
は
、
青
森

県
の
地
方
審
査
を
経
て
国
土
交
通
省
に
推
薦
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
中
央
審
査
に
よ
り
佳
作
に

入
賞
し
ま
し
た
。

全
国
５
７
３
編
の
な
か
か
ら
入
賞
し
た
野
上

君
は
、｢

作
文
を
書
く
の
は
そ
れ
ほ
ど
得
意
で

は
な
い
け
れ
ど
、
入
賞
で
き
て
う
れ
し
い
。｣

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

宮
野
沢
地
区
の
民
生
児
童
委
員
に
外
�
眞
理

子
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
、
３
月
20
日
、
小
野
町
長

よ
り
厚
生
労
働
大
臣
・
青
森
県
知
事
か
ら
の
委

嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
19
年

11
月
30
日
と
な
り
ま
す
。

２
月
26
日
、
小
泊
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、

第
１
回
中
泊
町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。｢

い
い
汗
・
い
い
顔
・
い
い

明
日｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
さ
れ
た
大
会
に

は
、
13
チ
ー
ム
が
参
加
。
２
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
て
予
選
リ
ー
グ
を
行
い
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
上
位

２
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
み
ま
し

た
。簡

単
な
よ
う
に
見
え
て
意
外
に
難
し
い
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
バ
レ
ー
大
会
は
、
珍
プ
レ
ー

好
プ
レ
ー
が
続
出
し
、
冬
場
の
運
動
不
足
解
消

に
一
役
買
っ
て
い
ま
し
た
。

優

勝

レ
シ
ー
ブ
Ｎ
ｏ
１

準
優
勝

す
し
定

３

位

小
・
中
〜
う
。
フ
ァ
イ
・
お
〜

犯
罪
か
ら
身
を
守
り
、
安
全
に
登
校
し
て
も

ら
お
う
と
五
所
川
原
市
の
白
生
会
胃
腸
病
院
よ

り
町
に
防
犯
ベ
ル
１
９
３
個
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。３

月
20
日
に
佐
藤
浩
平
会
長
と
佐
藤
浩
明
専

務
取
締
役
が
役
場
町
長
室
を
訪
れ
、
小
野
町
長

に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
入
学
式
後
、
町
内
４
小
学
校
の
新

１
年
生
、
２
年
生
全
員
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

�
�

�

・｢

小
山
内
升
莫
琉｣

(

外
ヶ
浜
町)

今
回
で
15
回
目
、
夫
婦
で
来
園
。
創
作
舞
踊

を
１
時
間
に
わ
た
り
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

�
�

�
�

�
�

	

・｢

雲
祥
寺
観
音
妙
音
会
中
里
分
会｣

代
表
・
古
川
ヤ
エ

会
員
６
名
来
園
。
お
菓
子
等
を
見
舞
品
と
し

て
持
参
さ
れ
、
入
所
者
の
衣
類
の
補
修
、
雑
巾

作
り
等
に
そ
の
技
能
を
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
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西
北
地
方
健
康
福
祉
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
保
健
部

(

五
所
川
原
保
健
所)

で
は
各
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実
施
項
目

・
精
神
保
健
福
祉
相
談

・
骨
髄
移
植
一
般
的
相
談

・
エ
イ
ズ
相
談

・
女
性
の
健
康
相
談

・
療
育
相
談

(

長
期
療
養
児
、
小
児

科)

日
時
、
詳
し
い
内
容
等
に
つ
い
て

は
、
五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課

に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

電
話
：
３
４
―
２
１
０
８
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①
朝
、
夜
の
し
あ
げ
み
が
き

②
人
見
知
り
し
な
い
と
こ
ろ

元
気
モ
リ
モ
リ
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①
食
後
の
歯
み
が
き
を
忘
れ
な
い

②
優
し
い
と
こ
ろ

①
夜
の
仕
上
げ
磨
き
を
し
っ
か
り
や
っ

て
い
ま
す

②
妹
に
や
さ
し
い
と
こ
ろ
で
す

①
夜
の
歯
み
が
き

②
元
気
な
と
こ
ろ

①
ジ
ュ
ー
ス
よ
り
牛
乳

②
強
く
て
賢
い
と
こ
ろ
か
な

①
毎
日
仕
上
げ
み
が
き
を
し
て
い
る

②
元
気
な
と
こ
ろ
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・
中
里
地
区
健
康
相
談

４
月
24
日(

月)

５
月
８
日(

月)

午
前
９
時
〜
11
時

場
所
：
中
里
保
健
セ
ン
タ
ー

・
小
泊
地
区
健
康
相
談

５
月
２
日(

火)

午
後
１
時
〜
２
時

場
所
：
小
泊
保
健
セ
ン
タ
ー

・
下
前
地
区
健
康
相
談

５
月
２
日(

火)

午
後
３
時
〜
４
時

場
所
：
す
く
す
く
し
た
ま
え
館

�
�

�
�

�

・
中
里
地
区

４
月
27
日(

木)

対
象
：
17
年
３
、
４
、
６
、
９
、

12
月
生

場
所
：
中
里
保
健
セ
ン
タ
ー

・
小
泊
地
区

４
月
26
日(

水)

対
象
：
17
年
４
月
〜
18
年
１
月

生場
所
：
小
泊
保
健
セ
ン
タ
ー

�
	



�

�


�
�

�
�

�

４
月
５
日(

水)

対
象
：
15
年
10
月
〜
12
月
生

場
所
：
中
里
保
健
セ
ン
タ
ー

�
�



�

�
�

５
月
11
日(

木)

対
象
：
14
年
10
、
11
月
生

場
所
：
中
里
保
健
セ
ン
タ
ー

�
�

�
�

�
�

�
�

４
月
20
日(

木)

５
月
９
日(

火)

場
所
：
中
里
保
健
セ
ン
タ
ー

４
月
13
日(

木)

場
所
：
小
泊
保
健
セ
ン
タ
ー

) 5 / 6 , 7 / 6

町 内 名 氏 名 町 内 名 氏 名 町 内 名 氏 名 町 内 名 氏 名

派 立 上
山 本 彰 子 芦 野 佐 藤 ミユキ

花 丘 町

龍 野 恵 子

浜 町

佐 藤 ス ミ

濱 館 けい子
田 茂 木

福 士 キ ヨ 升 田 仁 美 成 田 初 江

派 立 中

大 川 春 江 佐 野 トシ子 成 田 トミヱ 大 石 和 子

加 藤 芳 子 長 泥 佐 藤 美 之

若 葉 町

久保田 千 晴 橋 本 美保子

竹 内 ノリ子 若 宮 田 中 町 子 角 田 秋 代

入 舟

成 澤 チ ヤ

派 立 下
荒 関 優 子 上 豊 岡 塚 本 富 江 笹 山 和 子 和 田 セ コ

太 田 秋 枝
下 豊 岡

米 塚 テツ子 高 山 靜 枝 今 野 柳 子

向 町 上
加 藤 蓉 子 天 内 ハツエ

新 町 １

濱 野 秀 子 成 田 いね子

岩 田 喜美子 福 浦 葛 西 美奈子 田名部 恵美子

下 前 上

角 田 安 子

向 町 下

加 藤 キミエ 竹 田 片 山 カヅ子 岩 川 た き 太 田 京 子

岩 田 ユ キ

尾 別

古 川 シズ子 中 山 禮 津 成 田 八千代

高 橋 マチコ 葛 西 昭 子

新 町 ２

赤 石 りお子 山 田 久 子

五 林
今 礼 子 古 川 友 子 佐々木 増 美

下 前 中

永 坂 チヨミ

太 田 節 子
上 高 根

小 野 順 子 藤 丸 れき子 佐 藤 眞 子

宮 川 斉 藤 廣 枝 木 村 レ 子 高 杉 チヨノ 奈 良 有美子

宮 野 沢
山 本 則 子

下 高 根
野 上 和 子

派 立

内 海 智 恵 佐 藤 眞砂子

外 崎 良 子 佐々木 生 子 角 田 貴代栄

下 前 浜

成 田 キミヱ

深郷田上
館 山 シ メ

薄 市 上

下 山 イ マ 西 澤 美 子 柏 崎 ミヤ子

櫻 田 キ ワ 秋 元 文 子 成 田 みつ子 藪 田 久 枝

深郷田下 松 谷 まさ子 大 屋 イ ハ 高 杉 敬 子 藪 田 規 子

八 幡
小 野 美恵子

薄 市 下

福 士 ひろ子 生 田 あやこ 赤 石 さと代

塚 本 由紀子 成 田 ト ミ 山 田 よし子 折 戸 濱 野 ム キ

大 沢 内
大 川 昭 子 成 田 しさ子

上 町

鈴 木 敏 子

温 泉 町

� 澤 祥 子

前 田 恵美子
今 泉 上

荒 関 梅 子 山 内 つぎ子 川 山 真樹子

二 夕 見 前 田 優 子 秋田谷 ちづ子 葛 西 洋 子 越 野 幸 子

富 野
大 川 初 代

今 泉 下
三 上 秀 子 長谷川 冨士子

秋 元 レエコ 青 山 准 子 北 島 眞知子

豊 島 田 中 江 智



４
月
10
日
か
ら
春
の
火
災
予
防
運

動
が
始
ま
り
ま
す
。

�
�
�
�

１
年
で
最
も
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層

の
普
及
を
図
り
、
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る
死

者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、
財
産
の
損

失
を
防
ぐ
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

『

あ
な
た
で
す

火
の
あ
る
く
ら
し
の

見
は
り
役』

�
	


�
�
�

平
成
18
年
４
月
10
日(

月)

〜
４

月
16
日(

日)

ま
で
の
７
日
間
で
す
。

�
�

�
�

�
�

�
�

	



�
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�

�
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�
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○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

�
�

�
�

�
	

�

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
等
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

�

�
�
�
�
�
�
�
�

雪
解
け
と
と
も
に
山
菜
採
り
や
山

林
近
く
の
畑
の
片
づ
け
な
ど
が
始
ま

り
ま
す
。
１
年
の
う
ち
で
山
火
事
が

特
に
発
生
し
て
い
る
の
は
４
月
〜
６

月
で
す
が
、
こ
の
中
で
４
月
が
一
番

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

原
因
は
、
１
位
が
た
き
火
、
２
位

が
た
ば
こ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

時
間
帯
で
見
る
と
昼
の
12
時
〜
18
時

に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

４
月
14
日(

金)

に
は
、
山
火
事

防
止
宣
伝
パ
レ
ー
ド
の
他
、
五
所
川

原
市
エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
苗
木
の
無
償
配

布
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

３
月
８
日
に
中
里
小
学
校
の
３
年

生
50
名
が
、
校
外
学
習
と
し
て
中
里

消
防
署
の
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。

消
防
車
両
や
防
火
衣
の
説
明
を
、

生
徒
の
み
な
さ
ん
は
真
剣
に
聞
い
て

積
極
的
に
質
問
を
し
、
メ
モ
な
ど
を

し
て
熱
心
に
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

�� ��������������	�
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新
し
い
年
度
に
入
り
、
配
置
換
え

等
も
終
わ
っ
て
、
仕
事
を
し
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
学
校
・
各
事
業
所
等
で

消
防
計
画
の
見
直
し
を
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。
そ
の
職
場
に
よ
っ
て

構
造
・
形
態
・
消
防
用
設
備
が
違
い

ま
す
。
消
防
計
画
は
災
害
が
発
生
し

た
時
に
、
設
備
・
人
員
を
最
大
限
に

活
用
し
て
、
迅
速
な
対
応
で
、
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
目
的
で

す
。ま

た
、
避
難
訓
練
、
消
火
訓
練
等

で
は
、
実
際
に
消
防
職
員
が
訓
練
に

立
会
い
指
導
し
て
い
ま
す
。

"
#
�
�
�
$
%
�
&
'
(

消
防
署
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
防

災
等
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
の
で
、
自
分
達
の
職
場
で
も
避
難

訓
練
を
実
施
し
た
い
、
消
防
計
画
を

見
直
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
ら
、

消
防
署
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

)
*

��+
,

-
.
/
0
�
1
2

※
今
年
度
か
ら
一
般
及
び
高
校
生
の

区
分
枠
を
廃
止
し
ま
し
た
。

☆
危
険
物
取
扱
者
試
験

全
種

▽
願
書
受
付

前
期

５
月
８
日
〜
５
月
17
日

後
期

９
月
25
日
〜
10
月
４
日

▽
試
験
日

試
験
地

(

弘
前
市)

前
期

６
月
17
日

(

土)

６
月
24
日

(

土)

▽
試
験
日

試
験
地

(

青
森
市)

前
期

６
月
18
日

(

日)

６
月
25
日

(

日)

後
期

11
月
12
日

(

日)

11
月
26
日

(

日)

後
期

11
月
11
日

(

土)

11
月
25
日

(

土)

☆
消
防
設
備
士
試
験

全
種

▽
願
書
受
付７

月
18
日
〜
７
月
27
日

▽
試
験
日

試
験
地

(

青
森
市)

８
月
27
日

(

日)

��������	
�
���������
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平成18年４月１日に県の行政改革の一環として､ 五
所川原県土整備事務所と鯵ヶ沢県土整備事務所が統合
しました｡
鯵ヶ沢県土整備事務所は､ 五所川原県土整備事務所
鯵ヶ沢道路河川事業所となって､ つがる市及び西津軽
郡の公共施設の管理や整備等の一部の業務を担当しま
す｡
統合にともない､ 五所川原県土整備事務所に砂利・
採石の採取計画認可及び各種占用許可の事務を担当す
る財産管理課を新設しました｡
なお､ 五所川原県土整備事務所の場所､ 名称に変更
はなく､ 中泊町の皆様に関係する業務につきましても
これまでどおり､ 五所川原県土整備事務所で行います
のでお知らせします｡

五所川原県土整備事務所
(問い合せ 総務室 TEL 35－2105)

(○印は診療日)

※土曜日の受付時間は全科11時までです｡
※第２・第４土曜日は休診です｡
※小児科第２・第４・第５土曜日休診です｡
※眼科については､ 都合により休診となる場合があり
ますのでご確認ください｡

公立金木病院 TEL 53－3111

��������	
�������

������

������������� !

月 火 水 木 金 土 受付時間
内 科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午前８時30分から
11時30分まで

外 科 ○ ○ ○ ○ ○ ○
小 児 科 ○ ○ ○ ○
皮 膚 科 ○
眼 科 ○ ○ 午前８時30分から

11時まで整形外科 ○ ○ ○

税務課では､ 平成18年度の固定資産税納付書 (キッ

プ) を発行する前に､ 中泊町の納税者に自分の土地や

家屋の価格の評価が適正かどうか確認してもらうため､

土地価格等縦覧帳簿及び家屋価格等縦覧帳簿を縦覧で

きる期間をもうけています｡

������４月１日～５月31日

(土・日・祝祭日､ 平日の12時から13時を除く)

�� ��中泊町役場本庁税務課

�	
���税務課 TEL 57－2111

平成17年度確定保険料・平成18年度概算保険料の申

告時期となりました｡ 保険料申告書の提出及び保険料

の納付期限は5月20日 (平成18年度は5月22日) です｡

お早めにお近くの金融機関､ 郵便局等で手続きして

ください｡

なお､ 申告・納付が同時にできないときは､ 黒と赤

で印刷された申告書は最寄の労働基準監督署または青

森労働局へ､ ふじ色と赤で印刷された申告書は青森労

働局へ提出してください｡

�	
���

青森労働局保険徴収室 TEL 017－734－4145

民生委員・児童委員は､ ｢民生委員法｣ ｢児童福祉法｣

によって設置された地域住民を支援するボランティア

です｡ すべての民生委員は子どもに関わる問題を担当

する児童委員も兼ねています｡ また､ 児童に関わる相

談・支援を専門に担当する ｢主任児童委員｣ もいます｡

生活､ 子育て､ まちづくりなど幅広い分野の相談に応

じています｡

民生委員・児童委員には法律で秘密を守る義務があ

り､ 相談内容が漏れることはありません｡ どうぞ安心

してお気軽にご相談ください｡

"#$%&'()*+,-.

	/0123

456789:;<=�>?)@A�
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40翼ふたたび 石田 衣良 (講談社)
沖で待つ 絲山 秋子 (文藝春秋)
黒い太陽 新堂 冬樹 (祥伝社)
Vanity 清水 博子 (新潮社)
翼の折れた天使たち 海 空

Yoshi (双葉社)

#$�����%&'()*

��������

���������������

�� ��平成18年４月30日 (日)

９：00～15：00

�� ��陸上自衛隊弘前駐屯地

弘前市原ヶ平字山中18－117

���	
�

(１) 駐屯地開放 ９：00～15：00

(２) 記念式典及び観閲行進 10：00～11：00

(３) 音楽演奏 11：00～11：10

(４) オートバイドリル 11：10～11：20

(５) 模擬演習 11：20～11：40

(６) その他

戦車試乗､ 装備品展示､ チビッコヤング広場､ 陶芸

展､ 美術展､ 広報展､ 音楽演奏､ 模擬売店など

�� � �

記念日当日は､ 誰でも自由に駐屯地に入れます｡ 車

での来隊もできますが､ 駐車場に限りがありますので

ご了承ください｡

������弘前駐屯地広報室

TEL 0172－87－2111 (内線205～207)

スポーツ安全保険は､ スポーツ・文化・ボランティ

ア・地域活動等を行う５名以上のグループの皆様や指

導者の方が､ 安心して活動できるように､ 傷害保険と

賠償責任保険及び共済見舞金を組み合わせた総合保障

制度です｡

���������

・グループ活動中の事故

・往復中の事故

������４月１日～平成19年３月31日

※４月１日以降に掛金を振り込んだ場合､ 保険の効力

発生が翌日からとなります｡

�� ��１人年額

・中学生以下､ 成人の文化活動団体・・・500円

・老人クラブ団体・・・800円

・成人のスポーツ活動団体・・・1,500円

�� � ��

・入院1日につき・・・4,000円

※老人クラブ団体は1,800円

・通院1日につき・・・1,500円

※老人クラブ団体は1,000円

������

(財) スポーツ安全協会青森県支部

TEL 017－782－6984

中泊町教育委員会TEL 69－1112

���������	


�������

������������� !

自動車環境対策の観点から､ 新車新規登録から一定
の年数を経過した自動車については､ 自動車税の税率
がおおむね10％程度高くなる重課制度が実施されてい
ます｡ 平成18年度から重課対象となる自動車は次のと
おりです｡

※一般乗合用バス､ 非けん引車は除かれます｡
詳しくは県税・市町村税インフォメーションをご覧下
さい｡ (http://www.pref.aomori.lg.jp/zeimu/)
������五所川原県税事務所納税課

TEL 34－2111 (内線209～211)

｢産業雇用安定センター｣ では､ 全国ネットワーク
を通じて人材情報の収集や提供を行い､ 出向､ 移籍の
相談､ あっせんを行っています｡ また､ 企業に在籍し
ている方で転職を希望されている方の職業相談や紹介
を行っています｡
人材情報や相談などの費用は一切無料です｡ 人材情
報の秘密は他にもらすことはありません｡
｢産業雇用安定センター｣ では現在､ 人材を送り出

す企業と受け入れる企業からの情報をお待ちしていま
す｡
������

産業雇用安定センター全国共通TEL (0570006010)
産業雇用安定センター青森事務所 017－777－8702

"#$%&'()*+,'-./0

12�34�56'-789:;<9=>

 ! "#�����$%&

ガソリン車
Ｌ Ｐ Ｇ 車

平成５年３月31日までに新車新規
登録されたもの

ディーゼル車
平成７年３月31日までに新車新規
登録されたもの
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三
上

真ま

凛り
ん(

女
・
裕
之)

今
泉
上

佐
野

未み

羽う

(

女
・
央
佳)

田
茂
木

野
上
孝こ
う

太た

郎ろ
う(

男
・
孝
志)

下
高
根

山
川

柊し
ゅ
う

惺せ
い(

男
・
貢
史)

豊

島

皆
田

一か
ず

輝き

(

男
・
一
寛)

派
立
下

長
谷
川
愛あ
い

良ら

(

女
・
健
二)

小
泊
派
立

田

中

弥(

大
沢
内)

伊

藤

真

澄(

五
所
川
原
市)

秋

元

淳

也(

薄
市
下)

小
笠
原

亜
優
美(

つ
が
る
市)

佐

野

大

樹(

宮
野
沢)

柏

谷

済
成
子(

五
所
川
原
市)

秋

田

賀

庸(

尾
別)

横

山

祥

子(

愛
知
県)

�

見

泰

宏(

鯵
ヶ
沢
町)

工

藤

直

子(

派
立
下)

岩

本

伸(

鯵
ヶ
沢
町)

藤

本

文

香(

上
豊
岡)

打

越

ツ

セ

91(

八
幡)

小

野

タ

ミ

101(

上
高
根)

工

藤

ミ

ワ

75(

薄
市
下)

成

田

ナ

ヱ

76(

薄
市
上)

古

川

良

子

56(

二
タ
見)

小

寺

敏

男

71(

薄
市
上)

岩

田

せ

つ

88(

派
立
下)

小

林

鐡

男

75(

向
町
下)

今

本

節

枝

60(

今
泉
下)

長

利

ト

ミ

77(

富
野)

赤

石

タ

ヨ

82(

下
前
浜)
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���
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(

２
月
届
出
分)
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�
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�
�
�
�
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２月末現在(前月比)

人 口 14,916人(－20)

男 7,119人(－６)

女 7,797人(－14)

世帯数 5,155戸(＋５)

出生 ６ ／ 死亡 10

転入 11 ／ 転出 27

�����

(

�
�
�
�
�
�
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広
報
３
月
号
戸
籍
の
窓
口

｢

お

誕
生
お
め
で
と
う｣

で
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。
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ア
ニ
メ
作
品
や

Ｓ
Ｆ
小
説
な
ど
に

登
場
す
る
乗
物
模

型
を
中
心
に
展
示

し
ま
す
。

&
'

平
成
18
年
４
月
30
日

(

日)

〜
６
月
25
日

(

日)

午
前

９
時
〜
午
後
４
時
45
分

毎
週
月
曜
日
・
第
４
木
曜
日
休
館

(

５
月
３
・
４
・
５
日
開
館)

(
)
*

小
・
中
学
生

五
〇
円

高
校
生
・
学
生
一
〇
〇
円

一
般
二
〇
〇
円

�
+
,
-
.
/
0
1
2


3

今
年
度
小
泊
地
区
に
お
い
て
、

新
た
に
３
ヶ
所
の
遺
跡
が
発
見
さ

れ
、
中
泊
町
全
体
で
は
59
遺
跡
に

な
り
ま
し
た
。

築つ
き

上あ
げ

遺
跡

は
、
国
道
３

３
９
号
線
と
、

津
軽
沢
沿
い

に
延
び
る
村

道
の
合
流
点

付
近
一
帯
が

該
当
し
ま
す
。

円
筒
上
層
式

土
器
片
・
石

鏃(

や
じ
り)

な
ど
が
採
取

さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
縄
文

時
代
中
期
の

遺
跡
と
推
定

さ
れ
ま
す
。
水
に
不
自
由
し
な
い

場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
集
落
跡

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

冬ふ
ゆ

部べ
(

２)

遺
跡
は
、
冬
部
川

河
口
右
岸
に

位
置
し
ま
す
。

４
、
５
ヶ
所

の
焼
土
層
が

確
認
さ
れ
、

同
層
中
に
は
、

丸
石
や
貝
殻

片
の
混
入
、

漆
喰
状
の
層

が
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、

製
塩
遺
構

(

貝
釜)

の

可
能
性
が
高

い
と
思
わ
れ

ま
す
。

青
岩
遺
跡

は
、
青
岩
沢

河
口
右
岸
で

発
見
さ
れ
ま

し
た
。
炭
化

物
・
焼
土
層
が
複
数
確
認
さ
れ
、

冬
部(

２)

遺
跡
同
様
、

製
塩
遺
構
と

考
え
ら
れ
ま

す
。残

念
な
が

ら
両
製
塩
遺

跡
と
も
、
年
代
を
決
定
す
る
資
料

が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
詳
細

は
不
明
で
す
が
、
今
年
度
予
定
さ

れ
て
い
る
試
掘
調
査
に
よ
っ
て
、

釜
跡
の
実
態
が
少
し
で
も
解
明
さ

れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

�
�
4
5
0
6
0
7
8
9
:
;
<
=

４
月
29
日

(

土)

よ
り

ト
イ
レ
・
水

飲
場
等
の
利

用
を
再
開
し

ま
す
。

５
月
中
旬

こ
ろ
に
は
、

ヤ
マ
ザ
ク
ラ

の
古
木
も
花

を
咲
か
せ
ま

す
。
古
い
に
し
えの
余

韻
に
浸
り
な

が
ら
、
ゆ
っ

た
り
と
遅
め
の
観
桜
会
を
楽
し
ん

で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

(

＊
ゴ
ミ
・
空
き
缶
等
の
持
帰
り

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。)


